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成果と課題 

呉市立宮原小学校 第３学年 

 

○成果 

・宮原が好きな理由を書きにくか   

った児童が，イメージマップや  

振り返りの中で，理由を明確に 

して表現することができるよ 

うになった。（図１） 

 

 

 

・調べたことを整理・分析し，キャッチコピー 

を考える活動を４回行った。その際，理由の 

まとめ方を見直し，改善していくことで，児 

童が自慢として伝えたい言葉をより適切に選 

ぶことができるようになった。その結果，筋 

道を立てて考え，理由をつけて表現できる児 

童の割合が増えた。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「知りたい」「もっと調べてみたい」な  

ど，身の回りの人・もの・ことに関わ 

りたいという児童の発言が増えてき 

た。（図３） 

 

○課題 

・宮原の自慢を見つけるため，たくさん 

のゲストティーチャーを招いた。その 

結果，自慢の数は増えたが，深めるこ 

とが難しくなった。深めたい事柄を焦 

点化していくことが今後の課題であ    

る。 

・学習内容の中に３年生にとって難しいものがあった。カリキュラムマップの見直しも行っていきた 

い。 

・宮原の歴史についてのゲストティーチャーを引き受けてくださる方が限られており，またご高齢の

ため，今後も継続して学習していくための体制づくりが必要である。 

・児童アンケート「授業では，自分の考え
を，わけをつけて表現していますか。（書
いていますか。）」 
肯定的評価３８％⇒６８％ 

・児童アンケート「宮原のことが好き」 
肯定的回答９５％⇒９５％ 

・児童アンケート「授業で学んだことを，
自分の生活や学習にいかしていますか。」
肯定的回答２５％⇒６５％ 

「宮原中学校区生活アンケートの結果より」 

 事後 

事前 

作成したキャッチコピー 

 

（うら） 

児童の振り返りから 

イメージマップ「宮原のじまん」 


